
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年９月１日発行 

浦安市社会福祉協議会 
浦安市災害ボランティアセンター 
〒279-0042 浦安市東野 1-7-1  
☎047-355-5520 fax 050-3153-2421   
E-mail info@urayasusvc.jp 
ホームページ http://urayasusvc.jp 

NEWS & TOPICS  ～毎号、災害ボランティアに関するニュースや出来事をお知らせします～ 

平成 28年熊本地震におかれまして、被害に遭われた皆様には心よりお見舞い申し上げます。 

本災害では本震（４月 16日午前１時 25分頃、熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード 7.3（暫定値）最大震

度７）と前震（４月 14日午後９時 26分頃、同地方を震源とするマグニチュード 6.5（暫定値）最大震度７）によ

り、熊本県をはじめ各地で家屋倒壊など甚大な被害を受け、多くの方々が被災をしました。 

本災害により、熊本県及び大分県の各市町村社会福祉協議会では災害ボランティアセンターを設置し、被災された方々の

支援活動を行っており、現在でも生活復興に向けた支援活動を継続的に行っています。 

この支援活動には多くのボランティアの方々が参加し、復旧復興に向けた支援を行っており、実際現地でボランティア活動をさ

れた方に聞くと、「壮絶な現場であったが、被災された方の笑顔が戻ったことはとてもうれしかった」とのことで、ボランティアの「チカ

ラ」を身に染みて感じました。 

当センターも本災害を受け、遠方でもできる支援として、ボランティア活動で必要となる「ボランティア活動保険」の休日受付

対応（計４日間）、市内３駅街頭及び市内イベントで市民のみなさまに災害義援金のご協力のお願いをし、微力ながらお

手伝いをさせていただきました。 

 

 

 

 

 

発災からまもなく４か月が経とうとしている今、現地では応急的なボランティア（現場作業系）は収束に向かっておりますが、

新たな生活課題（仮設住宅へ移り住むことでの生活環境の変化、地域交流・見守り・買い物等の日常生活における困難な

ど）があり、被災者一人一人に寄り添った息の長い支え合いの活動が必要となってきます。そこには少なからずボランティアの「チ

カラ」が必要になってきますので、復興まで長く気持ちを寄せていただきたいと切に願っています。 

なお、本災害における特設サイト（熊本県災害ボランティアセンター）http://kumamoto.vc では災害ボランティア情報

を取りまとめていますので、ぜひご覧ください。 

がまだせ！熊本！！ 

 

 

直接現地には行けないけど何か支援をしたいとお考えの方は浦安市社会福祉協議会で受付している災害義援金にぜひご

協力ください（募集期間：平成 29年３月 31日まで）。いただいた義援金は全額被災された方々へお届けします。募金箱

は浦安市社会福祉協議会事務所前、老人福祉センター、各ぽっかぽかに設置しています。また、振込による募金もできます。

詳しくは浦安市社会福祉協議会ホームページ http://goo.gl/q7OgeG をご覧ください。 

 

崩れてしまった家屋 ブロック塀が道路へ 応援メッセージ 来場ボランティア くまモンもお手伝い 

※写真は当センタースタッフによる撮影 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラー版は浦安市災害ボランティアセンターホームページで閲覧できます。 

 

 

 

被災者の心に寄り添う活動の一環として行う、「写真洗浄ボランティア養成講座」を 7月 13日(水) 

午前 10時から開催しました。 

講師に富士フイルムイメージングシステムズ㈱さんを招き、震災における写真洗浄活動の紹介、 

写真の性質、写真洗浄方法についての講義とサンプル写真を活用して写真洗浄の実践を行いました。 

参加された方から「力を使うことはできないけど、こうした活動なら貢献できる」「写真のチカラを感じた。 

１枚１枚に大切な思い出があると実感した」「チームで作業することが大事だと思った」などのご感想を 

いただき、本講座の成果を改めて感じました。 

 
 
 
８月 27日（土）、災害ボランティアの基礎編として「災害ボランティア養成講座（入門編）」を開講しました。 
「災害ボランティアとは（当センター事務局）」、「災害ボランティアに期待すること（浦安市危機 

管理監）」「浦安市における災害対策（浦安市防災課）」、「当センターの取り組みについて 
（当センター事務局）」、「災害ボランティアコーディネーターの活動について（災害ボランティアネット 
ワーク）」など座学を中心とした講義のほか、AEDや三角巾の使用方法について日本赤十字社 
千葉県支部救急法指導員より実技を学びました。 
災害ボランティアとしての心構えとして自助がまずは大事です。自分の身を守るために日ごろから 

備えていきましょう。 
なお、修了者は９月４日（日）開催予定の「災害ボランティア養成講座（コーディネーター編）」 

を受講し、災害ボランティアセンターの運営などにも携わっていただくコーディネーターとしての技術を学ぶ 
予定です。 

 

 

当センターホームページにて災害ボランティアの登録を随時受付していますので、ぜひご登録をお願いします！ 

 

 

防災の基本として「自助」「共助」「公助」の３つの取り組みがあります。 

「自助」は自分で自分を助けること（例：非常食の準備、家具転倒防止対策など）、「共助」は家族や地域などでともにた

すけあうこと（例：自治会による防災活動など）、「公助」は行政等公の機関による救援・救助・支援活動のことをいいます。 

大規模災害に遭遇した際はまず自分の命を守ることを最優先として、身辺などが落ち着いた時にぜひ災害ボランティアとして

困っている多くの方々へ支援の手を差し伸べ、被災地に復興・復旧のご支援をしていただければと思います。 

 

 

「浦安市総合防災訓練」（浦安市主催）が、今年度も９月 25日（日）に総合公園にて開催 

されます。展示や体験などさまざまなブースが出展しますので、防災・災害について考えるきっかけづくりを 

してみませんか？ 

当センターでは、「災害ボランティア体験」をテーマに災害ボランティアセンターに来場した際の活動の 

流れを体験できるコーナーとして出展しますので、ぜひお立ち寄りください。 

写真洗浄の様子 

昨年度の様子 


